
川棚町公式ＷＥＢサイト 

■住民福祉課
じゅうみんふくしか

 社会福祉係
しゃかいふくしがかり

 

●障害者差別解消法
しょうがいしゃさべつかいしょうほう

について 

障
しょう

がいのある人
ひと

への差別
さべつ

をなくすことで、障
しょう

がいのある人
ひと

もない人
ひと

も共
とも

に生
い

きる社会
しゃかい

をつくることを目指
め ざ

して、「障 害
しょうがい

を理由
りゆう

とする差別
さべつ

の解 消
かいしょう

の推進
すいしん

に関
かん

する法律
ほうりつ

」（通 称
つうしょう

「障害者差別解消法
さ べ つ か い し ょ う ほ う

」）が平成
へいせい

25年
ねん

6月
がつ

26日
にち

に公布
こうふ

され、平成
へいせい

28年
ねん

4月
がつ

1日より施行
しこう

されました。 

 障害者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

解消法
かいしょうほう

とは  

この法律
ほうりつ

は、障
しょう

がいを理由
りゆう

とする差別
さべつ

の解 消
かいしょう

の推進
すいしん

に関
かん

する基本
きほん

的
てき

な事項
じこう

や、国
くに

の行政機関
ぎょうせいきかん

、地方公共団体等
ちほうこうきょうだんたいとう

及
およ

び民間事業者
みんかんじぎょうしゃ

に

おける 障
しょう

がいを理由
りゆう

とする差別
さべつ

を解 消
かいしょう

するための措置
そ ち

などについ

て定
さだ

めることによって、すべての国民
こくみん

が 障
しょう

がいの有無
う む

によって分
わ

け

隔
へだ

てられることなく、相互
そうご

に人格
じんかく

と個性
こせい

を尊 重
そんちょう

し合
あ

いながら共 生
きょうせい

する社会
しゃかい

の実現
じつげん

につなげることを目的
もくてき

としています。 

 障
しょう

がいを理由
りゆう

とする差別
さべつ

とは  

障
しょう

がいを理由
りゆう

として、正当
せいとう

な理由
りゆう

がなく、サービス
さ ー び す

の提 供
ていきょう

を拒否
きょひ

し



たり、制限
せいげん

したり、条 件
じょうけん

を付
つ

けたりするような行為
こうい

をいいます。ま

た、障
しょう

がいのある人
ひと

から何らかの配慮
はいりょ

を求
もと

める意思
い し

の表 明
ひょうめい

（ 注
ちゅう

）

があった場合
ばあい

には、負担
ふたん

になり過
す

ぎない範囲
はんい

で、社会的障壁
しゃかいてきしょうへき

を取
と

り

除
のぞ

くために必要
ひつよう

で合理的
ごうりてき

な配慮
はいりょ

（合理的配慮
ごうりてきはいりょ

）を 行
おこな

うことが求
もと

め

られます。こうした配慮
はいりょ

を行わないことで、 障
しょう

がいのある人の

権利利益
けんりりえき

が侵害
しんがい

される場合
ばあい

も、差別
さべつ

に当
あ

たります。 

（ 注
ちゅう

） 知的障
ちてきしょう

がい等
とう

により本 人 自
ほんにんみずか

らの意思
い し

を表 明
ひょうめい

することが

困
こん

難
なん

な場合
ばあい

には、その家族
かぞく

などが本人
ほんにん

を補佐
ほ さ

して意思
い し

の表 明
ひょうめい

をすることもできます。 

 障害者差別解消法
しょうがいしゃさべつかいしょうほう

のポイント  

この法律
ほうりつ

では、主
おも

に次
つぎ

のことが定
さだ

められています。 

 (1) 国
くに

の行政機関
ぎょうせいきかん

や地方公共団体等
ちほうこうきょうだんたいとう

及
およ

び民間事業者
みんかんじぎょうしゃ

による

障
しょう

がいを理由
りゆう

とする差別
さべつ

（不当
ふとう

な差別的取扱
さべつてきとりあつか

い）の禁止
きんし

 

 (2) 国
くに

の行政機関
ぎょうせいきかん

や地方公共団体等
ちほうこうきょうだんたいとう

の合理的配慮
ごうりてきはいりょ

の不提供
ふていきょう

の

禁止 

 (3) 民間事業者
みんかんじぎょうしゃ

の合理的配慮
ごうりてきはいりょ

の努力義務
どりょくぎむ

 



○「不当
ふとう

な差別的取扱
さべつてきとりあつか

い」の例
れい

                  

 「 障
しょう

がいがある」という理由
りゆう

だけで、 

  (1) スポーツクラブに入
はい

れないこと 

  (2) アパートを貸
か

してもらえないこと 

  (3) 車
くるま

いすだからといってお店
みせ

に入
はい

れないこと 

 などは、 障
しょう

がいのない人
ひと

と違
ちが

う 扱
あつか

いを受
う

けているので、「不当
ふとう

な

差別的
さべつてき

取 扱
とりあつか

い」であると 考
かんが

えられます。ただし、他
ほか

に方法
ほうほう

がない

場合
ばあい

などは、「不当
ふとう

な差別的
さべつてき

取 扱
とりあつか

い」にならないことがあります。 

○「合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

をしないこと（合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の不提供
ふていきょう

）」の例
れい

     

 合理的配慮
ごうりてきはいりょ

とは、障
しょう

がいのある人
ひと

が困
こま

っている時
とき

にその人
ひと

の 障
しょう

がいに合
あ

った必要
ひつよう

な工夫
くふう

ややり方
かた

を相手
あいて

に伝えて、それを相手
あいて

にして

もらうことをいいます。 

 (1) 聴 覚 障
ちょうかくしょう

がいのある人
ひと

に声
こえ

だけで話
はな

すこと 

 (2) 視覚障
しかくしょう

がいのある人
ひと

に書類
しょるい

を渡
わた

すだけで読
よ

み上
あ

げないこと 

 (3) 知的障
ちてきしょう

がいのある人
ひと

にわかりやすく説明
せつめい

しないこと 



◎詳
くわ

しくは内閣府
ないかくふ

のホームページをご覧
らん

ください。 

【内閣府
ないかくふ

ホームページ】（外部
がいぶ

ページに移動
いどう

します。） 

 「障 害
しょうがい

を理由
りゆう

とする差別
さべつ

の解 消
かいしょう

の推進
すいしん

」 

 「障 害 者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

解 消 法
かいしょうほう

リーフレット」 

※ 障
しょう

がいを理由
りゆう

とする差別
さべつ

に関
かか

わる相談
そうだん

や不明
ふめい

な点
てん

は社会福祉係
しゃかいふくしがかり

へお問
と

い合
あ

わせください。      ８２－５４１１（直通
ちょくつう

） 

http://www8.cao.go.jp/shougai/suishin/sabekai.html
http://www8.cao.go.jp/shougai/suishin/sabekai_leaflet.html

